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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前回は、プログラムの中に、作図するデータがありました。今日は、エクセルにあるデータを読み込んで、作図しましょう。


» SHOUYZIILTOUSA

» https.//github.com/first-
programming-
saga/SagaPopulation
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日のサンプルプログラムです。ダウンロードしてください。

https://github.com/first-programming-saga/SagaPopulation

ExceldD>—4%Z=70w b

» PandasD{EXHEE = B4
= {5

» FNZEDANCER

» (T EBEDO AR © 55

HHTHITOTS = JORARE—

I CED


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以前に、エクセルファイルを扱うライブラリPandasを用いました。エクセルファイルを読みこむとDataFrameという表形式のデータになることを説明しました。このPandasは、前回利用したmatplotlibと連携した作図のための機能を持っています。つまり、matplotlibがデータ列として利用していたリストに変形することなく、Pandasのデータのままで作図することができます。


4 KyushuPopulation.ipynb

» KyushuPopulation.xIsxZ 5Ed+ A
BEOAO#RZTOY S

Prefecture 1990 1995 2000 2005 2010 2015
Fukuoka

4,758 4,873 4,968 5,014 5,039 5,120
Saga

882 885 884 874 859 847

Nakasaki

1,573 1,554 1,532 1,502 1,450 1,413
Kumamoto

1,848 1,862 1,870 1,858 1,834 1,818
Otita

1,246 1,243 1,236 1,225 1,207 1,191
Miyazaki

1,182 1,187 1,187 1,173 1,153 1,136
Kagoshima

1,805 1,794 1,787 1,763 1,722 1,691
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初めに、配布ファイルにあるKyushuPopulation.xlsxの中身を見てください。国勢調査のデータを表にしたものです。列が年を表し、行が県に対応しています。

一行取り出すと、一つの県の人口の時系列になります。はじめに、これをプロットしましょう。


pandas.Seriesz #

19 DF =

» —{T(D7F —~%Zpandas.Series& LT

BOmU

» pandas.Series.plot()Z{E > TR

203 J7&AER

»indexZEDFRICIED TULVD

»indexZzZxEDIEE U TH|

MHTHTOT S =2 JO0RRKE—

1 CED



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行のデータは、PandasのSeriesの形式になります。これを使う利点は、index、今回の場合は「年」と組になっている点です。この「年」を横軸の値として使います。


Pandas.SeriesdO 7w MMERE

» Series.plot()
»SeriesD>—~%ZJ0Ov b9 3,
» 5|2 CIRETCESTDIED
» JOw hA3E @ ’line’. ’bar’. ’scatter’
Eva)
»|abel : SANJL
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Seriesには、plot()というメソッドがあります。Series中のindexを横軸に、値を縦軸に折れ線で結びます。


1 filename = "kKyushuPopulation.xlsx’

* with pandas.ExcelFile(filename) as f:

3 df = pandas.read excel (f)

4 df .set_index( Prefecture’,inplace=True )l AZiGDHA S LIZ A 2o T2 X F8F
3

6 ERIDEE
Joplt.figurelfigsize=(10,10))

5 plt.rcParams[ font.size' ]=24

9 plt.title( 'population in kyushu')

10 plt.ylim(0,6000)

11T plt.xlabel ("vear )

17 plt.ylabel (Cpopulation($¥¥t imes] ,000%)7)
13 #EREDTF—R2Zz70v F

14 drawT imeSequence(df )

15

16 plt.legend()

17 plt.show()

MHTHTOT S =2 JO0RRKE—



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、KyushuPopulation.ipynbの三つめのセルを見ましょう。

1行目から4行目で、エクセルファイルを読みこみ、DataFrameであるdfに格納しています。

7行目から11行目は、作図の準備です。8行目は、フォントの大きさを指定しています。10行目は、Y軸の範囲を指定しています。

次のシートで14行目で読んでいる関数の部分をみましょう。


1
2
3
4
9

def drawTimeSequence (df) : #ZdataFrame z = 7157 5
for pref in df. index: #&77/-H B 188 #HifF
ser = df. loc[prefl#—7f 7D T7—%2 (BF%JF) ZEiF
#F—fTDT—2%70v L, SNILELTELZZRT
ser.plot (label=pref)

YNHTHOTOTS = PJoRKE—


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各県のデータを作図する関数です。引数はdfは、エクセルファイルに対応したDataFrameです。

2行目のforループで行のラベル、つまり県名を変化させます。3行目で、県のデータをSeriesとしてとりだします。このSeriesを県名をラベルとして折れ線グラフとします(5行目)。


population(x1,000)
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5000

N
o
o
o

1000
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Kumamoto
Otita
Miyazaki
Kagoshima
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2015


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結果を示します。福岡県の人口は、増えていますが、その他の県は、すこしずつ減っていますね。


10

F——

filename = "KyushuPopulation. x|sx’
with pandas. ExcelFile(filename) as f:
df = pandas. read_excel (f)
df. set_index (' Prefecture’, inplace=True) Xz D H S LIZ4 > TV X E58FE

#E D

year = [1995, 2015]

xsize = 10*|en (year)

9 fig,ax = plt.subplots (1, len(year), figsize=(xsize, 10))
10 plt.rcParams[ font.size ]=12

11 plt.suptitle( population in kyushu')

12 #ZEBEDTF—2#70v K

13 for i in range(len(year)):

14 ser = df[year[i]]

15 ser.plot. pie(ax=ax[i], startangle=90, counterclock=False, autopct="%1. 2f%%" )
16 plt. show()

CO ~J O O B O —

MHTHTOT S =2 JO0RRKE—



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同じエクセルファイルから、1995年と2015年の列を取り出し、九州各県の人口の割合を円グラフで示す例です。
列を取り出すと、Seriesになります。それをpie()という関数で描きます。今回は、複数の図を描くようにしましたから、subplots()を使っています。15行目のpie()の最初の引数が、図を描く先です。


1995

Miyazaki

Otita

Kagoshima

Kumamoto

Nakasaki

MHcoryOod

—

=

population in kyushu

Fukuoka

Saga

JORRE—

Kagoshima

Miyazaki
Fukuoka

2015

Otita

Kumamoto

Nakasaki


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左側が1995年、右が2015年です。福岡県の割合いは増えていますが、他は全て減っています。

応用として、1995年と2015年の各県の人口を、横軸に県名、縦軸に人口とした棒グラフで表現しましょう。pieの代わりにbarを使います。


12 population.ipynb

= [EYOF—58A—T2F—4 « A
27T+ TN DT —F%&ERE
» https.//www.bodik.|p/

»URLEDOT OV D 7 A1)l ZEiZH5cH+
ALY

= URL EOT O 2T OO0 S AN S55H5d
ADDICTRNEIRT A S D

HHTHITOTS = JORARE—



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、Webから佐賀県の人口推移をまとめたファイルを取得して作図しましょう。「ビックデータ&オープンデータ・イニシアティブ九州」からデータを取得します。

population.ipynbを見てください。URLを指定して直接的にエクセルファイルを取得します。Webによっては、プログラムからの直接取得が困難なところもありますが、このサイト素直に取得できます。

https://www.bodik.jp/

13

RIS, indexZRGEE(C(FERD 4
B0
» DataFrame.indexhMEX 12XV S E
» (T TCT—SZIETE
» DataFrame.iloc(k)
B K(FOMBIRETRDC EITER
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
配布ファイルにjinkou.xlsxというものがあります。これは、先ほどのWebから取得できるファイルそのものです。このファイルは、ヒトが目でみることを想定しているので、プログラムからは扱いにくいところがあります。

まずは、4行目がカラム名として使われていることです。これは、エクセルファイルを読みこむ際のパラメタで調整可能です。

行の名前がAとBという二つのカラムを結合して作られています。これはちょっと扱いにくいので、行の番号を使うことにします。



14

» column(IZERD H BB HY. FIEEHMED
NTULS

» FH BN\ DZIRE Bz £
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一番厄介なのが、列の名前です。カラムUを見てください。「27年」とだけあります。ヒトは、「平成27年」と予想して読むことができますが、これを西暦にしなければ横軸の値として使うことができません。そこで、カラム名と西暦の対応表は作ることにしました。



url = "http://data.bodik. jp/dataset/ ¥
"7ielccbb-c1bd-4473-b3df-2664f 28?663/ resource/ " ¥
'8dc71515-526a-4168-866c-05d?2cc8dad7b/download/ | inkou.xlsx’

data = pandas.read excel(url,header=3)#Exce! DA Z ZFDataF rame~
prePlot(]

pList=[(Z, Total ),(3, Cities ),(4, Counties’ )]
plotSubiplist,data)
plt.legend(loc="hest ) £

plt.savefig( output.png’ ) 2E{E {2
plt.show() #EE R

Do [ — T Q0 O -] O OF 1 e D [ —

— —) —l
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初めにURLを指定してエクセルファイルを読みこみます（5行目）。6行目は作図の準備です。8行目では、作図する行とその行につけるラベルとタプルのリストで準備し、9行目で作図します。

この例では、佐賀県全体の人口と、市部、郡部の人口の折れ線グラフを描きます。


1 def prePlot():

2 plt.figure(figsize=(10,10])

3 plt.title( Population in Saga (from Mational Census) JZE% 14 kL
4

b

plt.xlabel( vear )
plt.ylabel ( population (thousand)’)

def plotSubiplist,df):
for loc,label 1n plist:
ser=eval|Pop(df, loc)
ser.plotilabel=label ]

\\\\\ b D [ —

o

1 def evalPopidata,pos):

fi vList,vList=[],[]

3 fpr k in wareki.keys():

4 p = datalk][{pos]/1000.

H y = warekilk]ZF0EH 5 BEA~

G vList.appendip)

7 vList.append(y)

8 return pandas.Series(vList,index = yList)

\\



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関数prePlot()は、作図の準備です。これまでの復習ですから説明しません。

関数plotSub()の最初の引数は、対象とする行と表示するラベルのタプルのリストpListです。2行目でリストからタプルの要素を取り出しています。3行目で必要な部分をSeriesとして取り出し、4行目で折れ線グラフとしています。

関数evalPop()の中に出てくるwarekiは、エクセルファイル中のカラムの名前と西暦を結びつける辞書型です。dataの場所を指定して、vListに人口を、xListの西暦を保存します。最後に8行目でSeriesとして返します。


| R 7 CNBDHES NI E FBEDI T

2 wareki={"JIF94F " :1920, "BEFO5IE:1830, "1047:193b, "1hIE:1940,

3 20471940, 25701960, T304 7:1955, '3bET:1860, 404711965,

4 454711970, "hO4ET:197h, “hbaE 1980, T604ET:198h, TEERRZLE 11990,
3 TEET:199h, 1287:2000, CVVET:Z200b, 22472010, 274 :2015]

Population in Saga (from National Census)
1000 —— Total
Cities
—— Counties

800 -

5 600
4
3
2
g
[
=]
8
5
=
8

S 400

200 -

-’/’ —
o 4
1920 1940 1960 1980 2000
year


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上は、和暦と西暦の対応表です。

結果を下に示します。郡部の人口が二度不連続に減っていますね。1953年の「昭和の大合併」、1995年の「平成の大合併」に相当しています。
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